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説明の流れ

１ 「遊び 学び 育つ ひろしまっ子！」

推進プラン（第２期）

２ 「あそびのひろば」とは

３ 「あそびのひろば」ファシリテーターとは

４ 今後の展開について



「遊び 学び 育つ ひろしまっ子！」推進プラン

遊び 学び 育つひろしまっ子！

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」とは，
豊かに感じ気付く子，思いっきり体を動かして遊ぶ子，
遊びを創り出す子，夢中でとことん遊ぶ子，心を通わせ
て遊ぶ子です。

「遊び 学び 育つ ひろしまっ子！」
推進プラン（第２期）（令和４年３月）

目指す乳幼児の姿



「遊び 学び 育つ ひろしまっ子！」推進プラン

家庭教育支援の施策

「遊びは学び」をはじめとした親に伝えたい内容の
共感的理解の促進

親の育ちを応援する学びの機会の充実

地域における家庭教育支援のための
人材育成・体制整備



「遊びは学び」とは

•乳幼児期の子供は，遊びの中で様々な体験をしながら

成長していくことで，その後の生活や学習の基盤とな

ることばの力や人と関わる力などを学び，身に付けて

いきます。乳幼児にとって，普段の生活での何気ない

「遊び」が「学び」そのものです。

⇒広島県の乳幼児教育・保育の基本的な考え方

「遊び 学び 育つ ひろしまっ子！」推進プラン



「あそびのひろば」とは

家庭や公園など身近な場所で気軽に
取り組むことができる遊びを親子で
一緒に体験し，「遊びは学び」を保
護者が体感的に理解する親子参加型
イベント

「あそびのひろば」とは

親子で一緒に楽しみながら，「遊びは学び」を体験する場



「あそびのひろば」とは

乳幼児期の子育て家庭（親子）対象

場所

例えば，
・親子の集まるイベントで…
・幼稚園や保育所等で…
・ネウボラや子育て包括支援センター，児童館等で…
・図書館や公民館等の社会教育施設で…
・公園や屋外の自然の中で…

「あそびのひろば」に決まった場所はありません。
すべてがまるごと“遊びの場”であり“学び場”です

乳幼児期の子育て家庭（親子）にとって身近な場所



「あそびのひろば」とは

家庭や公園など身近な場所で気軽に
取り組むことができる遊びを親子で
一緒に体験し，「遊びは学び」を保
護者が体感的に理解する親子参加型
イベント

「あそびのひろば」とは

親子で一緒に楽しみながら，「遊びは学び」を体験する場



「あそびのひろば」とは

本物の「学び」を取り戻す。
「日本版 The Ultimate Block Party 」は，

本来的な学びを家庭に取り戻すための活動です。
その為に必要なのは、親が学びを楽しみ、

親が自ら探究人になることだと私たちは考えます。
それが、子供の学びへの意欲に火をつける方法の１つではないでしょうか。
週末に親子で「日本版 The Ultimate Block Party 」に参加し、
探究するプロセスの中で、本当に大事な親子の会話が生まれ、

新たな発見があり、それをさらに表現していく。
そんな活動を仕掛けていきたい。

そこから学びの革命を起こしていこうと考えています。
広島県から大人も子供も共に学べるような社会づくりを！

引用：生涯熟達の基礎をつくる幼児教育のあり方〜学び続ける社会づくり先進県への道（慶応義塾大学 環境情報学部 今井むつみ教授）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/231408.pdf（参照2022-１０-０１）.



●地域において「あそびのひろば」を主体的に開催

●市町の行政担当課等が開催する「あそびのひろば」へ協力

●「あそびのひろば」の「企画」，「場づくり」，「進行」

「あそびのひろば」ファシリテーターとは

乳幼児期の子育て家庭の保護者が遊びの中に学びがあることを体験
的に学び，主体的に各家庭での子育てや家庭教育の実践につなげてい

けるよう，親子が安心安全に参加しやすい場づくりを始め，親子に寄り添

いながら親子の育ちを支え，保護者の気づきを促す声かけや工夫を行う，

学びの場の「潤滑油」であり，「縁の下の力持ち」です



「あそびのひろば」ファシリテーターとは

「あそびのひろば」ファシリテーターの“３つの役割”

様々な主体と連携・協働し，親子が参加しやすい日程や会場，興味を引くようなプログラ
ムなど，乳幼児の親子の目線で“企画”をしましょう。

○ 行政関係者，企業，NPO，教育・福祉の施設関係者や他のボランティアなど，必要な
人材との連携・協働

○ 親子が参加しやすい日程決め，遊びの内容に応じた会場選定
○ 「遊びは学び」について，親子での遊びを通して共感的に理解できるプログラム作り
○ 必要な人に届けるための広報

役割 1



「あそびのひろば」ファシリテーターとは

「あそびのひろば」ファシリテーターの“３つの役割”

「あそびのひろば」では子供が遊びに没頭し，保護者が安心して関わり，見
守ることができる“場づくり”をしましょう。

○ アイスブレイクや季節行事の要素など，乳幼児とその保護者が主体的に
楽しめる雰囲気づくり

○ 親子のふれあいや参加者間の交流など，それぞれの関係づくり
○ 安心安全で，実施する遊びに適した環境づくり

役割 2



「あそびのひろば」ファシリテーターとは

「あそびのひろば」ファシリテーターの“３つの役割”

参加した乳幼児の親子の様子を見ながら適切な声掛け・対応を行うことで，
親子の学びを支援しましょう。

○ 「あそびのひろば」のコンセプトを保護者と共有
○ 子供の発達段階や行動特性に応じた対応や声掛け
○ 「遊びは学び」の視点を持って，家庭でも保護者が子供の遊びと学びを
支えることの大切さについての発信

役割３



●「あそびのひろば」ファシリテーター研修の実施

「あそびのひろば」県内全域で展開されるよう，

地域人材等を対象に，ファシリテーター養成研修を実施

● 実践ハンドブックの作成・提供

今後の展開について

第１章 「あそびのひろば」について

第２章 企画・運営のヒント

第３章 実践事例

第４章「あそびのひろば」プログラム集

資料集



●事例の収集・発信

●啓発物品の貸出し，

啓発資料の提供

今後の展開について

企画シート 報告シート



● NPO等の外部講師の派遣 等

今後の展開について



今後のお願い①

「あそびのひろば」ファシリテーターの皆様
・地域において「あそびのひろば」を主体的に開催
・市町の行政担当課等が開催する「あそびのひろば」へ協力

●「あそびのひろば」を企画したら（実施前）…
・「企画シート」を御提供ください ⇒ HPやＳＮＳ等を通じて広報
・必要に応じて，県から取材に伺わせていただく場合もあります

●「あそびのひろば」を実施したら（実施後）…
・「報告シート」を御提供ください ⇒ 事例集としてまとめてHP等で発信



今後のお願い②

市町行政担当者の皆様
・「あそびのひろば」の開催
・「あそびのひろば」ファシリテーターの活動の場の提供
・「あそびのひろば」の周知・広報への協力
・地域のボランティア人材の発掘・養成（研修への参加促進）
・その他，「あそびのひろば」ファシリテーターの活動支援



「あそびのひろば」を

どうぞよろしくお願いします！



〒730-8514 広島市中区基町9-42
広島県教育委員会乳幼児教育支援センター

家庭教育支援担当
電話番号 082-513-5013
電子メール kyoyoujic@pref.hiroshima.lg.jp


